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ジョージ王朝時代のファッション 
 

18世紀は「革命の時代」と呼ばれ、ジョージ王朝時代の衣服には技術的、政治的、

社会的なさまざまな革命の痕跡が見られます。ファッションは、変化の原動力であ

ると同時に、さらに広い世界で何が起きているかを知ることができるバロメーター

でもありました。 

 

本展は肖像画を通して、1714年のジョージ一世の即位から1830年のジョージ四世の

死去までに英国で流行した衣服について解説します。最初の展示室では、スタイル

やシルエット、布地の変遷を年代順に紹介し、ジョージ王朝時代の人々の服装を詳

しく解明していきます。その後の展示室においては、テーマ別のアプローチを用い

、ファッションを通してジョージ王朝時代の英国における生活をさらに広範囲にわ

たって明らかにします。 

 

この時代、衣服を構成する基本的な材料にはそれまでの世紀と同じ物が使われ、衣

服は引き続き貴重品であり、どのように裁断、ピン留め、縫製されたかというより

も原材料が珍重されていました。布地が衣服になるまでの工程はすべて手作業で行

われ、ミシンが発明されるのは何年も先のことでした。原材料が高価であったため

、端切れ素材もつなぎ合わせて使われ、衣服はファッションの変化に応じて容易に

手直しできるよう巧みに構成されていました。 

 

肖像画は、過去のファッションを理解する上で非常に貴重な資料です。しかし、衣

服を正確に肖像画の中で描写する画家もいれば、芸術的な効果を狙って手を加えた

画家もいました。平面の絵画と実際の衣服を比較することで、絵の中で衣服がどう

脚色されて表現されているかを知ることができます。また、実際の衣服を調べれば

、肖像画ではわからなかった作りや着用の跡も見えてきます。その一方で、視覚的

なイメージからは、衣服がいかに組み合わされ、流行のシルエットが下着によって

どのように造形されていたか、また、それらが着る人の立ち振る舞いをどのように

変化させたかがわかるのです。 

  



 



ファッションと社会 
 

それまでの数世紀間は、王族や貴族のエリート層がファッションを定め、それを下

層階級が模倣して取り入れるのが一般的でした。しかし、18世紀には、華やかな社

交界が下層階級の実用的な服装にインスピレーションを求めるようになります。宮

廷における衣服は、先端のファッションというよりもむしろ時代遅れとされ、ます

ます社会の下層に属する人々が流行において最も影響力を持つようになっていった

のです。宮廷での服装は、過去とのつながりを感じさせ、華やかなスペクタクルを

作り出したものの、未来のファッションを決めることはなく、そのディテールは従

来の礼儀作法に支配されていました。王室の中には新しい衣服のトレンドに興味を

持つ者もいましたが、多くは確立された、親しみのあるスタイルを好みました。 

 

集会所やコーヒーハウス、プレジャーガーデン、劇場などの娯楽や社交の場となる

商業施設の重要性が高まったことで、伝統的な宮廷以外の場所で最新のスタイルが

披露されるようになりました。ファッション専門誌の誕生により、最新のトレンド

がかつてないほど迅速かつ広範囲に伝えられるようにもなりました。同時に、布地

の生産においてだけでなく、染色やプリント、漂白などの関連する工程における産

業の革新によって、より安価に、より多くの人々が流行の布地を手にできるように

なったのです。 



  



子供服 
 

18世紀には、子供に対する考え方が哲学的に大きく変化しました。1693年、ジョン

・ロックは、子供は「白紙の状態で生まれてくる」という考えを提唱し、子供は生

まれつき罪深い存在で、教育による救済が必要であるという清教徒の考え方から脱

却したのです。さらに、ジャン＝ジャック・ルソーは、子供時代を自由で幸福な時

期であるとし、子供たちが遊び、自然を体験することの重要性を強調しました。 

 

このような考え方の転換は、子供や幼児の衣服にも大きな影響を与えました。1750

年代以降、乳児をくるむという習慣は、医師や哲学者から運動や成長の妨げになる

と批判され、ますます廃っていきました。子供時代を超えて大人までの移行期間に

着用できる少年用の新しいスタイルの衣服が登場し、それは大人の服装に代わる快

適で実用的なものでした。 

 

子供服は後に流行する大人用衣服のカジュアル版を暗示させ、その受容を促す役割

を果たしていた可能性もあります。例えば、女性用のシュミーズ・ドレスは子供用

のワンピースとほぼ同じ構造であり、さらに1770年代に男児が着用したズボンは20

年後の男性用の服装の青写真となりました。 

  



  



毛髪 
 

18世紀のほとんどの期間を通じて、大多数の男性は自毛を剃り落とし、髪粉をかけ

たウィッグで代用していました。これは、髪が感染症やシラミを蔓延させると考え

られていたことから、健康や清潔に関する考え方に結びついたものでした。また、

ウィッグは夜間に取り外して美容師に送り、定期的にセットしてもらえたことから

、髪を整えるよりもはるかに便利な選択肢だったのです。18世紀を通じて多様なス

タイルのウィッグが着用され、さまざまな場面で使用するために一人の男性が複数

のウィッグを所有することも珍しくありませんでした。 

 

18世紀初頭、最も安いウィッグでさえも約3ポンド（現在の価値で400ポンド以上）

もしました。そのため、ウィッグは男性のワードローブの中でも高価な贅沢品であ

り、地位と富を示す明確な指標でした。しかし、18世紀が進むにつれてウィッグが

安価になり、より多くの人の手に入るようになったことで、社会的地位のための必

須アイテムとなりました。 

 

一般に、ウィッグは女性にも愛用されていたという誤解があります。むしろ、18世

紀後半に取り入れられた非常に高く幅広にセットするヘアスタイルは、付け毛が使

用されることはあったものの、ほとんどの場合、芯を入れて高く盛った女性の自毛

を使って作られていました。 

 

髪粉は、この世紀の大半の期間において、男女を問わず多用されていました。小麦

や大麦などの農作物から作られ、当初は油分を吸収して取り除く性質があることか

ら使用されていました。さらに髪粉を使うことで、複雑なヘアスタイルをより簡単

に作ることができるようにもなりました。髪粉は、動物性脂肪を煮詰めた油性の素

材であるポマードとともに使われました。ポマードは櫛で髪にすかし込むことで、

不純物を取り除き、髪を柔らかくする効果がありました。 

 

  



  



スポーツウェアとアングロマニア（イングランド熱） 

 

フランスは、ほぼ18世紀を通してヨーロッパ全体のファッションに最も影響を及ぼ

した国であることに間違いはありません。しかし、イングランドの人々は、フラン

スのファッションに憧れる一方で、自他ともに認める独自のイングリッシュ・スタ

イルを確立していました。日常着は、乗馬や狩猟、射撃などのカントリースポーツ

で着用されるカジュアルな服装の影響を強く受け、フランスの衣服よりもあっさり

した堅苦しくないスタイルでした。 

 

この世紀の最後の25年間は、衣服におけるアングロマニアの波がヨーロッパを席巻

し、フランスの有力なファッション雑誌『キャビネ・デ・モード』が、1786年11月

号で『マガザン・デ・モード・ヌーベル、フランセーズ・エ・アングレーズ』（フ

ランスとイングランドの新しいファッション誌）という名称への改名を発表してい

ます。1780年代の女性の衣服は、上半身がぴったりとした室内着（フランスではロ

ーブ・ア・ラングレーズ〈イングランドの服〉と呼ばれる）が主流となり、フラン

ス人女性はまた、イングランドの乗馬コートを取り入れて「ルダンゴト」と呼んで

いました。フランス人男性もまた、イングランドの非エリート層である労働者階級

の衣服に着想を得た独自のスタイルのフロックコートを着ていました。1792年にパ

リで流行りの服装に身を包む若い紳士たちを見た人は、「彼らは今にも馬に跨るか

のように見えた」と話しています。 



  



製造、クリーニング、購入 
 

布地の原材料は動物や植物で、ウールは羊、シルクは蚕の繭、リネンは麻、そして

コットンは綿花から取られていました。ウールやリネンの原料は英国内で生産でき

ましたが、養蚕や綿花の栽培は気候的に無理であったことから、これらの原材料は

輸入しなければなりませんでした。 

 

上流階級の衣服は着る人に合わせたオーダーメイドで作られ、その製造には多くの

工程があり、それぞれ異なる専門家によって担当されていました。例えば、あるド

レスがオーナーによって身に着けられるようになるまでに、その素材であるシルク

は織物師によって織られ、織物商によって販売された後、刺繍職人が刺繍を入れ、

裁縫師が縫い合わせ、服飾小売商が飾りを施していたのです。 

 

清潔な服装は、長い間にわたって、マナーや自他への敬意を表し、道徳的な人格を

示す指標と考えられていました。リネンやコットンの服はお湯とアルカリ性の石鹸

で洗濯できましたが、シルクやウールの服は部分洗いをする必要がありました。 

 

18世紀には、ショッピングが余暇の活動として発展し、店の飾り窓が大きくなり、

魅力的な商品が陳列されるようになります。ロンドンの店はヨーロッパで最も優れ

ているとされ、ある旅行者は1786年に、「ロンドンであらゆる物がいかにうまく並

べられているかを表現することはほぼ不可能だ。どんな商品も、パリや他のどの町

よりも目を惹くように提供されている」と書き残しています。 



  



喪服 
 

喪服は、王侯貴族の慣習に起源を持ち、18世紀にますます普及しました。喪服は、

故人への愛情を示すとともに、社会的地位を高めるものであり、エチケットを熟知

し、喪中のために特別な衣服を手に入れる富があることを示していました。 

 

王族が亡くなると、国民全員に対して正式に喪に服すことが求められましたが、実

施されたのは比較的まれでした。対照的に、宮廷においては外国の支配者やその親

族の死を悼んで喪に服すことが普通で、1750年から1767年の間に44回が記録されて

います。それは、国同士の忠誠を示す重要な外交機能だったのです。こういった時

には舞踏会や社交行事が中止され、宮廷における喪が長引くと繊維産業に大きな影

響を与えたことから、喪に服す期間は18世紀が進むにつれて短くなっていきました

。 

 

喪服は正式喪服と準喪服に分けられます。どちらもその時代のファッションに合わ

せたスタイルが一般的で、主な違いは布地の色と種類にありました。正式喪服は、

服装もアクセサリーも光沢がなく、装飾を抑えたものであったのに対し、準喪服は

より制限が少ないものでした。喪服が広く普及したことで、ボンバジーンやクレー

プ織りなどの光沢のない布地が求められるようになり、特にノリッジ市は重要な生

産地として確立されました。 



  



戦うための衣服 

 

ジョージ王朝時代の君主たちは、ファッションに興味がなくとも軍服には大きな関

心を寄せ、軍服を体系化し記録するためのさまざまなプロジェクトを行いました。

英国では、ジョージ二世の時代に陸・海軍ともに初めて正式な軍服が制定され、そ

の後のジョージ三世やジョージ四世の時代に変更が加えられました。 

 

18世紀までには、戦場で鎧を着用することはめったになくなりました。それは、新

しく開発された銃器から身を守るために必要な金属の厚みによって機動性が妨げら

れ、ほとんど役に立たなくなっていたためです。その代わりに、18世紀には軍服が

爆発的に普及し、ヨーロッパ各地の連隊でも正装としての着用がますます進み、廷

臣が着るための民間人用の制服も台頭しました。下級兵士には毎年国王の即位記念

日に軍服が支給されましたが、将校の軍服はオーダーメイドで、着用者の負担で作

られていました。そのため、布地や裁断の微妙な違いで、自身のファッション性を

表現することが可能でした。 

 

ジョージ王朝時代初期には、海軍は陸軍ほど高く評価されておらず、士官も貴族で

はなく、その多くが職業人や商人の出身でした。1740年代に入ると、こうした考え

方は変わり始め、両軍が同等に扱われ始めました。その鍵となったのが、海軍将校

用の軍服が作られたことです。陸軍とは異なり、1857年まで海軍下級兵の軍服は規

定されていませんでしたが、船上で既製服（「スロップス」）を販売するシステム

を使って、海軍兵に適切な衣服を安価で提供していた結果、当時の出版物によく見

られるような認識できる衣服となったのです。 

  



  



反乱と革命 

衣服には着る人の信念や価値観を示す象徴的な力があることから、政治や国家の混

乱期には、忠誠心や反抗心を示す重要な役割を担っていました。 

 

18世紀は、世界中で多くの戦乱に見舞われた時代です。複雑な政治的・社会的要因

によって、忠誠心や支配のパターンが変化しました。ハノーヴァー家の君主たちに

とって、フランスとの関係は基本的な関心事であり、侵略の脅威や保護主義的な外

交政策、また近隣の領土間にありがちな対立など、脆弱な平和に断続的に暗い影を

落としていました。さらに、広大な地域に海外植民地を設立して統治することに伴

う複雑さ、イングランド・スコットランド合同法に対する反対、スペインやオラン

ダ、デンマークとのさまざまな諍いもありました。平和は、微妙なバランスの上に

成り立っていたのです。 

 

このセクションでは、イングランドの国境を越えて、ジャコバイトの反乱、アメリ

カ独立戦争、そしてフランス革命という3つの激動の時代における衣服の役割に焦点

を当てます。 

 

  



  



遠方からの影響 
 

18世紀の英国は、貿易、旅行、そして帝国の相乗効果によって、世界にその影響範

囲を拡大させていました。同時に、英国人は目新しい消費財や斬新なスタイルの衣

服を海外に求めるようになっていました。遠い場所から来た衣服が英国に及ぼした

影響は、その初期の形として「ファンシードレス（仮装用ドレス）」が必要とされ

る場面、特に肖像画のモデルになっている時や仮面舞踏会に出席している時などで

よく見られます。さまざまな場所から調達された衣服の要素は、次第に日常的なス

タイルに溶け込み、その時代の既成のファッションと組み合わされ、時には不釣り

合いな形で、あるいは本来とは異なる形で使用されていました。 

 

特にオスマン帝国全域（18世紀には現在のトルコやギリシャ、アフリカ北部、中東

を含んでいた）で着用されていた衣服は、その魅力の源でした。また、他の地域（

特にインドや中国）の織物も人気が高く、英国に大量輸入され、国産品のデザイン

や製造技術に影響を与えました。布地の物理的特性（軽量で腐らず、壊れない）と

本来の価値が相まって、布地は理想的な交易品となりました。服飾や布地の表現に

使われる豊富な語彙は、衣服がいかに世界中からインスピレーションを得ていたか

を示しており、着る人に届くまでに長距離を運ばれてくることが頻繁にあったので

す。 



  



歩く絵 
 

仮装は18世紀に流行した娯楽で、参加者にファンシードレスを着て、自分の身元を

隠す機会を提供しました。仮装の着想の源の一つは異国の衣服、そしてもう一つは

英国の過去を振り返った歴史的な衣服にありました。 

 

18世紀の歴史的ファンシードレスとして最も人気があったのは、アンソニー・ヴァ

ン・ダイク卿が描いた肖像画に見られるような、1620年代から1630年代にかけてチ

ャールズ一世の宮廷で着用されていた衣服です。このような「ヴァン・ダイク風ド

レス」は、仮面舞踏会でも肖像画でも着用されましたが、それは18世紀の人々にと

ってヴァン・ダイクの肖像画がノスタルジックな英国のイメージを想起させるもの

だったからです。政治家・小説家のホレス・ウォルポールは1742年の仮面舞踏会の

記録で、「きれいなヴァン・ダイクがたくさんいて、あらゆる種類の古い絵が額縁

から抜け出して歩いていた」と記しています。19世紀初頭には、チャールズ一世の

宮廷に代わってエリザベス朝が歴史的影響として好まれるようになり、その一方で

ウォルター・スコット卿の小説が中世の騎士道への憧れを抱かせるようになりまし

た。 

 

時が経つにつれて歴史的な衣服のディテールが次第に日常的な服装に取り入れられ

ていったことは、シーズンごとに過去を思い起こさせるスタイルが登場するファッ

ション界に今も見られる、流行特有の循環性を物語っています。また、映画やテレ

ビでジョージ王朝時代の風俗を見慣れるようになった私たち現代人の目に時代的な

衣装と映るものも、かつては最先端のファッションであったことを思い出させてく

れます。 

 

 


